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火災件数1件　　死傷者0人
救急件数65件　 搬送人員63人

※緊急車両の通行に支障となる不法駐車はやめましょう。

好評分譲中！熊野町平谷好評分譲中！熊野町平谷
広島・海田方面への通勤に便利
日当り抜群・建築条件なし
　　　残り2区画
　　　157㎡～174㎡
価格　680～750万円

（有）フジ不動産黒瀬店
TEL  0823ー83ー6201
FAX  0823ー83ー6202

Eーmail    fujifds@nifty.com
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各
会
場
で
は
、
保
健
師
や
臨

床
心
理
士
な
ど
が
多
重
債
務
問

題
を
抱
え
て
い
る
人
の
精
神
面

の
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
」
に

も
応
じ
ま
す
。

▽
実
施
主
体
：
広
島
県
多
重
債

務
者
対
策
協
議
会
、
広
島
弁
護

士
会
、
広
島
司
法
書
士
会
ほ
か
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費
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（
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活
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課
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熊
野
町
の
人
権
擁
護
委
員
が

様
々
な
悩
み
に
つ
い
て
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。

E
11
月
21
日

（金）
午
前
10
時
～
午

後
３
時
E
生
涯
学
習
課
E
820
‐

５
６
２
１

▽
電
話
相
談
内
容
：
人
権
の
侵

害
に
関
す
る
こ
と
、
身
の
回
り

で
気
に
な
る
こ
と
、
そ
の
他

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
問
題
、
い
じ
め
・
体

罰
・
女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問

題
、
外
国
人
の
問
題
、
家
庭
内
・

借
地
借
家
・
近
隣
間
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
を
解
決
す

る
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

E
12
月
４
日

（木）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
E
役
場
３
階
会
議
室
E

無
料

▽
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
員
、
司
法
書
士

お
知
ら
せ

月
11

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

広
島
県
で
は
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
に
よ
る
債
務
整
理
等
の

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

電
話
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E
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‐
３
５
５
６
（
相
談
当
日

限
り
）
又
は
E
511
‐
３
５
５
７

E
11
月
28
日

（金）
、
29
日

（土）　

午

前
10
時
～
午
後
４
時
▽
相
談
先

：
広
島
弁
護
士
会
館

面
接
相
談

　

近
隣
の
会
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。
各
会
場
に
前
日
ま
で
に

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
（
定

員
あ
り
・
先
着
順
）　

E
広
島
弁
護
士
会
館
E
11
月
28

日
（金）
、
29
日

（土）　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
▽
予
約
先
：
広
島
県

相
　
談

～
各
種
相
談
に
つ
い
て
の

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
～

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

電
話
し
て
く
だ
さ
い

人
権
総
合
相
談
所
開
設

▽
主
催
：
広
島
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
、
広
島
法
務
局

E
生
涯
学
習
課
E
820
‐
５
６

２
１

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を

な
く
す
た
め
、
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
い
つ
ま
で
に
付
け
る
の

Ａ
．
既
存
住
宅
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
。

Ｑ
．
ど
ん
な
も
の
を
付
け
る
の

Ａ
．
煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
。
「
Ｎ
Ｓ
」
マ
ー
ク
付
で
、

乾
電
池
式
で
10
年
の
寿
命
の
も

の
が
安
心
で
便
利
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
の
被

　
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
ご
注
意

　
く
だ
さ
い
。

E
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芸
消
防
署
予
防
課
E
822
‐

４
３
４
９
E
822
‐
９
１
１
９

（
生
活
環
境
課
）

火
災
警
報
器
設
置

全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
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町
制
施
行
90
周
年
記
念

防
災
訓
練
及
び

写
生
大
会
の
開
催

　

今
年
町
制
施
行
90
周
年
を
迎

え
る
熊
野
町
で
は
、
災
害
時
に

役
立
つ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
な
ど
の
写

生
大
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

E
11
月
24
日

（月）
午
前
８
時
半
～

正
午

E
町
民
グ
ラ
ン
ド

▽
訓
練
の
内
容

・
初
期
消
火
訓
練

火災と救急の通報は119番　その他消防の問合せ・相談は、
安芸消防署熊野出張所　E854－1103

・
煙
体
験
ハ
ウ
ス

・
救
急
救
命
講
習

・
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

・
倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練

　

（
一
部
住
民
に
限
る
）

※
当
日
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
会

場
付
近
を
飛
行
し
ま
す
の
で
、

一
時
的
に
騒
音
が
発
生
し
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▽
写
生
大
会
の
概
要

　

参
加
対
象
は
幼
稚
園
児
・
小

学
生
と
し
、
参
加
料
は
無
料
で

す
。
道
具
は
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。
画
用
紙
は
会
場
で
提
供

し
ま
す
。
受
付
は
当
日
会
場
で

午
前
８
時
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
終
了
時
刻
は
午
前
11

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
当
日
の
午

前
７
時
半
に
中
止
放
送
を
行

い
ま
す
。
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環
境
課
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‐
５
６
０
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　ごみや油などを下水に流すと、排水パイプや汚水ますが詰まるなど悪臭

の原因になります。また、下水処理場で、微生物が汚水を処理するために、

エネルギーを余分に消費することになります。ちょっとした心がけで、下

水道設備は長持ちし、また環境保護にもつながります。

●台所のごみを流さないで

　野菜くずや食べ残しなどの調理ごみを流すと、悪臭や排水パイプが詰まる原因になるので

流さないでください。また、処理場での汚水処理に大きな負担がかかります。「ごみの正しい

出し方」のとおり、調理ごみは水気を切って可燃ごみとして、ごみステーションに出しましょう。

●サラダ油などの食用油を流さないで

　調理用の食用油を流すと固形化し、排水パイプが詰まる原因になるばかりでなく、処理場

の微生物では殆ど処理できないので流さないでください。捨てるときは、市販の凝固剤で固

めたり、古新聞や布切れなどに染み込ませ、ビニール袋などに入れて口を止め、可燃ごみと

して出しましょう。

●髪の毛を流さないで

　お風呂場や洗面台の目皿などに引っ掛かった髪の毛を流すと、排水パイプが詰まる原因に

なるので、取り除いてください。取り除いた髪の毛は、可燃ごみとして出しましょう。

●水洗トイレで流さないで

　トイレットペーパー以外の物をトイレに流さないでください。生理用品や紙オムツ・避妊具・

ティッシュペーパーなどを流すと、便器や排水パイプが詰まる原因となります。これらの物

も可燃ごみとして出しましょう。

●危険物や有害な物質を流さないで

　廃油やガソリン・石油・シンナーなどは決して流さないでください。これらの危険物は、

ガスが発生して爆発や火災を招く恐れがあり、大変危険です。また、汚水の処理は微生物が行っ

ていますので、殺虫剤・農薬など有害な物質も決して流さないでください。

※各ご家庭に配布している「ごみの正しい出し方」は、役場ホームページでもご覧いただけます。

■下水道ご使用上のお願い E 下水道課 E820‐５６０９




